
  

 
ホテルメトロポリタン 高崎 

本件に関するお問合せは、ホテルメトロポリタン高崎 広報担当 齋藤まで 
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2024 年 1 月 2４日 

株式会社ホテルメトロポリタン高崎 

(一財)碓氷峠交流記念財団   

ホテルメトロポリタン高崎 

『SL 乗車券＋碓氷峠鉄道文化むら入場券＋プチ高崎駅

見学付きご宿泊プラン』 

着地型旅行業商品 新発売のお知らせ  
【2024 年 1 月】高崎 --- 【2024 年 1 月】高崎 --- 株式会社ホテルメトロポリタン高崎（住所：群

馬県高崎市八島町 222 番地/代表取締役社長：川又正明/取締役総支配人：前田淳）は昨年 6

月に第 2 種旅行業に登録し、このたび 2024 年 1 月 2５日より着地型旅行商品『SL 乗車券＋碓氷峠

鉄道文化むら入場券＋プチ高崎駅見学付きご宿泊プラン』をオンライン上で販売開始いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■プラン概要 

【プラン名】『SL 乗車券＋碓氷峠鉄道文化むら入場券＋プチ高崎駅見学付きご宿泊プラン』 

【料  金】Ｄ51498 ルーム(23 ㎡)     ￥36,000(1 部屋：大人 2 名朝食付) 

       スタンダードツイン(2２㎡)     ￥32,000(1 部屋：大人 2 名朝食付) 

【予約締切】宿泊日 3 日前 

【予約受付期間】2024 年 1 月 2５日(木)９：00～ 

【宿泊対象期間】2024 年 2 月 23 日(金)1 日限定 

【プラン内容（ご旅行代金に含まれるもの）】 

・ホテルメトロポリタン高崎 ご宿泊 １泊朝食付 代金 

・EL 湯けむり碓氷横川/SL 湯らりーといそべ 往復乗車代金 

・碓氷峠鉄道文化むら 入場券 

・高崎駅にて駅長室と応接室見学 

・高崎駅ホームにて発車前に JR 東日本駅長制服を着て SL 前で 

記念撮影 

【ご予約・お問合せ(読者)】 

ご予約はホテルメトロポリタン高崎公式 HP にて承ります。 

https://takasaki.metropolitan.jp/stay/plan/SLplan_bf.html 

お問合せ TEL：027-325-3311(代表) 

報道関係各位 
ニュースリリース 
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■第 2 種旅行業登録について 

群馬の魅力ある自然や文化に育まれた観光素材をバスやタクシー、鉄道などの二次交通と組み合わせ、付加

価値の高い宿泊プランを商品として販売することで、交通事業者や地域の皆様とともに群馬のファン、リピーター

づくりに努め、観光をフックとした人口流動の活性化に寄与することを目的に旅行業登録をいたしました。 

今後はレンタカー付宿泊プラン、県内観光地への送迎付宿泊プラン、鉄道乗車券付宿泊プラン、婚礼や

MICE 案件に伴う送迎バスの手配など、「群馬ならでは」「ホテルメトロポリタン高崎ならでは」の体験をお楽しみ

いただける旅行商品について造成および販売をしてまいります。 

 

【登録番号】群馬県知事登録旅行業第 2-539 号  株式会社ホテルメトロポリタン高崎 

【登録月日】2023 年 6 月 30 日 

【業務範囲】募集型企画旅行、受注型企画旅行、手配旅行 

【所属旅行業会名】一般社団法人 全国旅行業協会 正会員 

 

 

 

その他資料 

【D51498 ルーム】 

群馬県内を走る SL「D51 498」の大迫力を五感で体感できるコンセプトルーム。

D51 の原寸車体を模した壁紙や、大画面テレビで見る D51 の出発シーンや普

段見る事のできない貴重映像や画像を納めたオリジナルコンテンツがお楽しみいた

だけます。 

【客室タイプ】ツイン 【部屋サイズ】23 ㎡ 【ベッドサイズ】120 ㎝×195 ㎝ 

 

 

【朝食のご案内】 

開放的なラウンジを併設したレストラン「ブラッスリーローリエ」にて。 

地産地消推進登録店として、朝食には新鮮な野菜類に、オリジナル朝カレー、 

煮込み料理など群馬県産食材をふんだんに用いた和洋のビュッフェスタイルで提

供。皆さまに一日の活力と食べる歓びをお届けいたします。 

時間 6：30ａ.m．～10：00a.m.（ラストオーダー 9：30） 

 

 

【碓氷峠鉄道文化むら】 

1999 年 4 月開園。施設は安中市が保有し、指定管理者として一般財団法人

碓氷峠交流記念財団が運営する。碓氷峠の歴史や資料、碓氷峠で活躍した

鉄道車両、国鉄時代の貴重な車両などを展示・公開している。また、信越本線

の廃線跡を利用して EF63 形電気機関車の体験運転が行われたり、トロッコ列

車が運行されている。 
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